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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)連結経営成績に関する定性的情報

当第 1 四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、中国などの新興国経済の減

速感や急激な為替の変動など、先行き不透明感を強めながら推移いたしました。 

 このような状況のもと、営業店端末が大口リプレース需要により伸長いたしましたが、国内・アジア

向けＰＯＳの商流変更による減収影響に加え、為替影響や中国市場向けメカコンポーネントの一部延伸

もあり、連結売上高は 21,478 百万円（前年同期比 11.4％減、2,761百万円の減）となりました。 

 連結営業損益につきましては、為替影響に加え一部売上高の延伸等はあったものの、費用の効率化等

に努めた結果、83 百万円の利益（前年同期は 195 百万円の利益、112 百万円の減）を確保いたしました。

連結経常損益につきましては、為替差損を計上したことなどにより、607百万円の損失（前年同期は 323

百万円の利益、931 百万円の悪化）、親会社株主に帰属する四半期純損益につきましては、471 百万円の

損失（前年同期は 153 百万円の利益、625百万円の悪化）となりました。 

①当第 1 四半期連結累計期間の概況

2015年度 
第1四半期連結累計期間 

2015年４月１日～ 

2015年6月30日

2016年度 
第1四半期連結累計期間 

2016年４月１日～ 

2016年6月30日 

前年同期比 

売上高比(%) 売上高比(%) 増減率(%) 

売 上 高 24,240 100.0 21,478 100.0 △2,761 △11.4

国 内 17,361 71.6 16,919 78.8 △442 △2.5

海 外 6,879 28.4 4,559 21.2 △2,319 △33.7

営 業 損 益 195 0.8 83 0.4 △112 △57.6

経 常 損 益 323 1.3 △607 - △931 - 

親会社株主に帰属する 

四 半 期 純 損 益 
153 0.6 △471 - △625 - 

2016年度第 1四半期累計期間の平均為替レート：108.25円/米ﾄﾞﾙ、16.54円/中国元 
2015年度第 1四半期累計期間の平均為替レート：121.37円/米ﾄﾞﾙ、19.57円/中国元 

②セグメント別の概況

当第 1四半期連結累計期間における各セグメント別の概況は以下のとおりです。

＜セグメントの変更について＞

2016年 5月 1日の組織変更に伴い、当第１四半期よりセグメント区分を変更しております。詳細につきましては p.11

「セグメント情報等」をご参照ください。なお、前年度分について当連結累計期間と比較可能となるよう組替え表示を

行っております。 

＜グローバルプロダクトビジネス＞ 

2015年度 

第 1四半期累計 

2016年度 

第 1四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 11,438 8,924 △2,514 △22.0

国 内 5,262 5,021 △241 △4.8

海 外 6,176 3,903 △2,273 △58.2

営 業 損 益 △93 △318 △224

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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グローバルプロダクトビジネスにつきましては、国内では営業店端末が大口リプレース需要により伸

長いたしましたが、ＡＴＭの大口リプレース需要のピークが前年であったことなどから減少いたしまし

た。海外ではメカコンポーネントビジネスが米国での新たな市場開拓が進むなど順調に推移したものの、

為替影響や中国市場向けが一部延伸などにより減少いたしました。以上により、連結売上高は 8,924 百

万円（前年同期比 22.0％減、2,514百万円の減）となりました。 

損益につきましては、上記の減収要因や為替影響などにより、連結営業損失 318 百万円と前年同期比

では 224 百万円の悪化となりました。 

＜サービスインテグレーションビジネス＞ 

2015年度 

第 1四半期累計 

2016年度 

第 1四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 7,080 6,909 △171 △2.4

営 業 損 益 1,148 688 △459

サービスインテグレーションビジネスにつきましては、サービス関係ではキッティングサービスなどの

ＬＣＭサービスが伸長したことや、店舗向けＡＴＭサービスが堅調に推移いたしました。一方、ソリュー

ション関係では、ＡＴＭ用ソフトウェアパッケージなどが減少いたしました。以上により、連結売上高は

6,909 百万円（前年同期比 2.4％減、171百万円の減）となりました。 

 損益につきましては、ソリューション関係の減収影響を主に連結営業利益 688百万円と前年同期比で 459

百万円の減少となりました。 

＜パブリックソリューションビジネス＞ 

2015年度 

第 1四半期累計 

2016年度 

第 1四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 3,380 3,535 155 4.6 

営 業 損 益 △76 170 246 

パブリックソリューションビジネスにつきましては、トータリゼータ関連装置が増加したことに加え、

せりシステムが伸長したことなどにより、連結売上高は 3,535 百万円（前年同期比 4.6％増、155 百万円

の増）となりました。 

損益につきましては、増収効果およびコストダウンの推進などにより、連結営業利益は 170 百万円と

前年同期比では 246百万円の改善となりました。 

＜フロントソリューションビジネス＞ 

2015年度 

第 1四半期累計 

2016年度 

第 1四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 2,313 2,083 △229 △9.9

営 業 損 益 △472 △168 303 

フロントソリューションビジネスにつきましては、国内外向けＲＦＩＤが増加したものの、前年度に

実施した国内・アジア向けＰＯＳの商流変更による減収影響もあり、連結売上高は 2,083 百万円（前年同

期比 9.9％減、229 百万円の減）となりました。 

損益につきましては、ＰＯＳシステムを中心とした構造改革効果などにより連結営業損失は 168 百万

円と前年同期比では 303百万円改善いたしました。 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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＜その他＞ 

 その他ビジネスには、福利厚生事業などが含まれており、連結売上高 26百万円（前年同期比 6.4％減、

1 百万円の減）、連結営業利益 6百万円となりました。 

 

(2)連結財政状態に関する定性的情報 

 
 ①資産・負債・純資産の状況                       （単位：百万円） 

   2015年度 

連結会計年度末 

（2016年3月31日） 

2016年度 

第1四半期連結会計期間末 

（2016年6月30日） 

増 減 

   金 額 金 額 金 額 増減率(%) 

  資産合計 72,768 67,635 △5,132 △7.1 

  負債合計 32,407 28,319 △4,088 △12.6 

  純資産合計 40,360 39,316 △1,044 △2.6 

       

 自己資本比率 55.1% 57.8% 2.7  
 

 

当第 1四半期連結会計期間末の資産合計は 67,635百万円と、前年度末から 5,132 百万円減少いたしま

した。前年度末に集中した売上に係る売掛金を回収したことなどにより減少いたしました。 

負債合計は 28,319 百万円と、前年度末から 4,088百万円減少いたしました。 

純資産合計は 39,316百万円と、前年度末から 1,044百万円減少いたしました。その結果、自己資本比

率は 57.8%と前年度末から 2.7ポイント増加いたしました。 

 

 

②キャッシュ・フローの状況                            （単位：百万円） 

 2015年度 

第1四半期連結累計期間  

2015年４月１日～ 

2015年6月30日 

2016年度 

第1四半期連結累計期間  

2016年４月１日～ 

2016年6月30日 

前年同期比 

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー 5,667 5,171 △496 

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー △823 △522 301 

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー △1,954 △557 1,397 

    

Ⅳ.現金及び現金同等物の四半期末残高 11,054 14,895 3,841 

 

当第 1 四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは前年度末の売掛金を回収したこと

などにより、5,171 百万円となりました。前年同期比では 496 百万円の収入減となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは△522 百万円と、前年同期比では 301百万円の支出減となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、△557 百万円となりました。前年同期比では 1,397百万円の支

出減となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の期末残高は 14,895 百万円となりました。 
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(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 

 今後の業績に関しましては、為替等外部環境の不透明さが続くものと見込んでおりますが、ビジネスの

拡大および事業効率化のさらなる推進に努め、対処してまいりますので、平成 28 年 4 月 27 日に公表いた

しました第 2四半期連結累計期間および通期の連結業績予想につきまして今回変更はございません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 
（セグメント情報等） 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 

当第 1四半期連結累計期間（自 平成 28年 4 月 1日 至 平成 28年 6 月 30日） （単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

グローバル

プロダクト 

ビジネス 

サービス 

インテグレーション 

ビジネス 

パブリック 

ソリューション 

ビジネス 

フロント 

ソリューション 

ビジネス 

売上高 8,924 6,909 3,535 2,083 26 21,478 - 21,478 

営業利益又は 

営業損失（△） 
△318 688 170 △168 6 378 △295 83 

（注１）「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない事業セグメントであり、従業員向け福利厚生事

業等を含んでおります。 

（注２）営業利益又は営業損失の調整額△295 百万円は、各報告セグメントに配賦されていない全社費用

△295 百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究等の

戦略費用及び親会社のグループ経営管理・サポート機能に係る費用等であります。 

 

 ２．報告セグメントの変更等に関する事項 

  当社は、海外ビジネスの領域拡大、国内ビジネスの変革、フロントテクノロジーの強化・成長、事

業効率化の更なる推進を図るため、平成 28年 5月１日付で組織体制を変更いたしました。 

  これに伴い、報告セグメントを従来の「金融ビジネス」、「流通ビジネス」、「産業・公共ビジネス」、

「サービスビジネス」から、「グローバルプロダクトビジネス」、「サービスインテグレーションビジネ

ス」、「パブリックソリューションビジネス」、「フロントソリューションビジネス」に変更しております。 

 

 

(5)重要な後発事象 

  該当事項はありません。 
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５．補足情報 

 

平成 29 年 3 月期（連結）                             （単位：百万円） 

 第１四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 

28 年 4 月～28 年 6 月 28 年 7 月～28 年 9 月 28年 10月～28年 12月 29 年 1 月～29 年 3 月 

売 上 高 21,478    

売 上 総 利 益 3,956    

営 業利益又 は損失（△ ） 83    

経 常利益又 は損失（△ ） △607    

税金等調整前四半期純利益   

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△607    

親会社株主に帰属する四半期

純 利益又は 純損失（△ ） 
△471    

1 株当たり 四半期純利 益    

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△19円 66銭    

     

総 資 産 67,635    

純 資 産 39,316    

1 株 当 た り 純 資 産 1,629円 95銭    

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,171    

投資活動によるキャッシュ・フロー △522    

財務活動によるキャッシュ・フロー △557    

現金及び現金同等物期末残高 14,895    

 

平成 28 年 3 月期（連結）                             （単位：百万円） 

 第１四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 

27 年 4 月～27 年 6 月 27 年 7 月～27 年 9 月 27年 10月～27年 12月 28 年 1 月～28 年 3 月 

売 上 高 24,240 31,456 28,960 35,492 

売 上 総 利 益 4,433 6,284 5,547 7,136 

営 業利益又 は損失（△ ） 195 1,823 1,319 2,165 

経 常利益又 は損失（△ ） 323 1,540 1,291 1,521 

税金等調整前四半期純利益   

又 は 純 損 失 （ △ ） 
323 1,540 1,291 1,521 

親会社株主に帰属する四半期

純 利益又は 純損失（△ ） 
153 1,132 852 1,118 

1 株当たり 四半期純利 益    

又 は 純 損 失 （ △ ） 
6 円 43銭 47円 23銭 35円 57銭 46円 68銭 

     

総 資 産 68,125 71,091 68,839 72,768 

純 資 産 38,276 39,387 40,009 40,360 

1 株 当 た り 純 資 産 1,588円 30銭 1,633円 22銭 1,658円 98銭 1,673円 57銭 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,667 △764 912 2,266 

投資活動によるキャッシュ・フロー △823 △471 △342 △531 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,954 △290 △509 △292 

現金及び現金同等物期末残高 11,054 9,493 9,537 10,895 
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